
 

 

 

   令和７年１月１０日 

 

浅口市議会議長 伊澤 誠 殿 

 

座長  石井 由紀子   

 

議会報告会実施報告書 

 

開催場所 

日時 

おかやま山陽高等学校：令和６年１０月 ３日（木） 

１３時２０分～１５時００分 

金 光 学 園 高 等 学 校：令和６年１０月１６日（水） 

１３時３０分～１５時００分 

鴨 方 高 等 学 校：令和６年１０月２９日（火） 

１６時００分～１７時００分 

出席議員 

おかやま山陽高等学校：早苗 ネネ、石井 由紀子、藤井 立子、 

加藤 淳二、桑野 和夫 

金光学園高等学校：妹尾 義信、斎藤 貴士、早苗 ネネ、 

沖原 有美、石井 由紀子、伊澤 誠 

鴨 方 高 等 学 校：妹尾 義信、竹本 寛、早苗 ネネ、山下 周吾、

石井 由紀子、佐藤 正人、藤澤 健、井上 邦男 

参加生徒数 

おかやま山陽高等学校： ９名 

金光学園高等学校：１０名 

鴨 方 高 等 学 校：１８名 

概  要 

 

１．開会 

  石井座長あいさつ、出席議員自己紹介 

 

２．ワークショップ 

 地域の魅力向上と発信、持続可能な地域づくり、若者の政治参加と

地域参画、教育・学習環境の革新をテーマに意見交換会を実施しまし

た。各校での主な意見は以下のとおりです。 

 

（１）おかやま山陽高校 

① 地域の魅力向上と発信 

・カキ、手延べそうめんなどの特産品、天文台や美しい星空、災

害の少なさといった地域資源の効果的な活用 

・中高生による SNS発信 

・マスコットキャラクター「せいめいくん」の個性的な展開 

・ブックカフェやイベント開催など若者の交流拠点や機会の整備 



 

 

② 持続可能な地域づくり 

・多様な資格を活かせる職

場の創出や魅力的な職場

環境の整備など、若者の

地元就職や U ターン・I

ターンの促進 

・大規模病院や商業施設の

誘致による生活利便性の

向上 

・自然環境や子育て環境な

ど既存の強みを活かした地域づくりの推進 

 

（２）金光学園高校 

① 持続可能な地域づくり 

・若者の居場所となるカフ

ェや学習スペース、日常

生活を支える商業施設な

どの充実による若者の地

域定着の促進 

・環境負荷の少ない持続可

能なまちづくりの展開 

・子育て世代の暮らしを支

える総合的支援の実現 

② 若者の政治参加と地域参画 

・地域活力の向上に向けた企業・スタートアップの戦略的誘致 

・次世代の地域経済を担う起業家の発掘と育成 

・地域に根ざした起業家・自営業者への支援体制の構築 

・まちづくりの担い手となる若手人材の育成と活躍機会の創出 

 

（３）鴨方高校 

① 地域の魅力向上と発信 

・里山などの豊かな自然資源を活かした地域の魅力発信 

・教育機会の拡充に向けた大学・専門学校の誘致 

・若者の社会活動機会の拡大に向けたアルバイト先の充実 

・地域住民との日常的な交流を通じた地域活力の向上 

② 持続可能な地域づくり 

・鴨方駅周辺の拠点性強化に向けた商業機能の集積 

・安全な通学環境確保のための街灯整備の推進 

・公共交通の利便性向上による生活の質の向上 

③ 若者の政治参加と地域参画 

・若者の視点を活かした新たな政治参加の仕組みづくり 

・選挙への関心を高める実践的な取組の展開 



 

 

④ 教育・学習環境の革新 

・高校生と小学生の交流機

会の創出 

・高校と高齢者福祉施設と

の連携による実践的な

地域貢献活動の展開 

・伝統行事や郷土料理の継

承活動の推進 

・多様な活動を通じた地域

との関係性の深化 

 

３．議論した内容の共有 

 

４．閉会 

 

備  考 報道機関：山陽新聞社、笠岡放送 

特記事項 

 

高校生の意見・提案を「若者の声を

反映した地域発展に関する提言書」

（令和６年１２月１９日）に集約し、

市長に提出しました。 

 

 

 

提言 

1. 若者の就業及び起業環境の整備について 

・若者の就業及び起業を支援する総合的な制度を創設されたい。 

・地域企業との連携による人材育成及び就業支援体制を整備されたい。 

・先端産業等の企業誘致を通じた雇用機会の創出を図られたい。 

 

2. 若者向けの交流拠点の整備について 

・既存施設を活用した若者向け交流スペースを整備されたい。 

・駅周辺地区における若者向け施設の誘致及び整備を推進されたい。 

・若者の意見を反映した利用しやすい施設運営を実施されたい。 

 

3. 若者の政策形成過程への参画について 

・若者の意見を市政に反映する仕組みを構築されたい。 

・若者が継続的に市政に関与できる機会を創出されたい。 

・将来の地域づくりを担う人材の育成を推進されたい。 

 
 

 


